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表3 薬剤感受性 (MRŜ 1
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薬 剤 一980--1987年 1988-1990 華 剤 19舶-1987年 蔓 1988-1990年
低感受性株 % 低感受性株 き% 低感受性株 鰭 低感受 性 株 %

MC王PC 22/22 loo 15/15 一(ー0 EMLC 22+22-7十19 i (ー09 (ー 13/1312;一4 10086
PCG 22;22 loo 14;14 loo

ABPCP王PC 18十2222/22 8ま100 13/132/2 10010(ー eLDM` 18十22 81

TC 8十19 42 O:15 0CEZ 22/22 1()0 14/14 及OO MーNO O薇O 0

CMZ 22/22 loo 14+14 10() DOXY 1月9 5

FMOXlPM 5/513/14 loo93 CP Ol22 0OFLX O!?O O 6114 43

AG慧AukNTL 7+10 70 十141!11 299 ST 1/8 13 Ol3 0

※ メ+シlp)ン耐性表在ブ ド.17球菌 (MRSE)による

眼感染症の報告もある.MRSA 同様に対処する, 参 考 文 献

11大石正夫: 九･･1RSA眼感染症.眼紀.41:18-125,

19∈)0.
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ダラーゼ

は じ め に

色イドrLJ球菌(l～,lRSA)は.最近では病院外-の拡散

懸念さ,11ている.今札 県立六日町病院畑､,びに特別養

況を調査した.1藍た,そIILi.'施設L')医療従軒署L!71M､RŜ

果を 合わせて報告す る.

背 景

(樹本数)

100

院であ上 地域医療と.観光地を背景にした一次救急を

担-I,てお;). り′＼とり十-㌔--二二号ン施設も有し.2つC')特

別養護老人ホームの診療私行っている.

結果

1.六日町病院における MItSA感染患者の特徴

/Jl町病院細菌検査室に頼十る黄色イドrLl球菌L･｢巧}離

検体敬礼 1990'lT--侶~】カ､こL,1991)隼6月まで瑚乱 1I)J

J~1平均75件で.全検体数Ll)'亘 ',lL)∴iObで謹ト--､た.鏡

色7''巨′甘L軌r)･-)ち,九/11くSALp')占よL,/5宵悟 は33-8700,

して教えてし､るたれ 高し､分離埼度であるが.そ恒･､)杏



MRSA感染,現状と対策

差し引いても.50Qoを越えてし､る .

また h･･lRSA感染患者(･')発!上敷cT)推移を11ると (図

2 ㌦ 感 染対策を始めた 1990年8_Fl頃は,主に外科系病

棟 iこ お いて MRSA 感染患者が多く発生 したが,一･一時

期減少傾向を呈した後,最近では内科 ･禅学療法科を中

心iこ再び発生数が増加してきている.なお.MRSAに

よる感漁患者と採菌患者の明確な区別は困難であるが,

ち例 数 )
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炎症症状の有無.血液検奈などを参考に判断 した.

院内で発生 した MRSA感染患者の臨床背景につい

で検討 したとこ7-(表 1㌦ 1990年8月より1991年7

月までの間iこ,MRSA が分離さIlた入院患者は35例で.

年令は45-.92才､平均74才であった.その内訳は男性30

例.女性5例､6対1と男性が多く,病棟別にムると,

外科が13例と最も多く,ついで理学診療科11例, 内科8

｣ ,:､i･･t.:こ.一･手.

Eヨ 整形夕桝

田 内科 凍 児料

地 埋学診療科

8 9 10ll121 2 3 4 5 6 7 8 9 101112 1 2 3 4 5 6
1990 1991 1992

図2MRSA感染患者発生数 県ilT.六日町病院1990.8･-1992･6

表 l 九:IRSA検出 入院患者35例の臨床背爵 県立六日町病院1990.8-1991.7

平均年例 ア魂才 摘5-92)

男性 30例 女性 5例

入院病棟

外科 13例 (379Jb'〕

理学診療科 1ユ例 (31%)

内観 8例 (23%)

整形外科 3例 (9%)

基礎疾患

脳血管障害 20例 (57%一~)

悪性塵鳴 18例 (519,い

慢性呼吸器疾患 7倒 し2Oqo)

糖尿病 4例 (110.1

慢性腎不全 1例 (3%)

複数菌感染

緑膿菌 11例 (319,6')

初回分離時の検体

啄疾

腹腔 ドしノー--ン分泌物

裾墳分泌物

lVH カナ--テ′し先端

胸水

その他

患者状況 (初回分離時)

留置カテ-テル

IVH

尿道

胃管

寝たきり

腎摘出術後

H2I/ロLリカー一一使用中

抗菌剤使閉経

17例 (-j199,0/1

5倒 し14qい

4例 (11%)

4例 (119も~)

1例 く3%)

6例 (17961

22例 (62.9･d')

17例 (480,0)

19例 (549｡1

4例 (110,.ノ1

9倒 し260′｡)

28例 (80961

し一部重複例あi))
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分離直前 1カ月以内

図 3 MRSA分離前の抗菌剤使用状況 (六日町病院入院患者28例)

分離直前 1カ月以内

図 4 MRSA分離前の使用抗菌剤数 (六日町病院入院患者28例)



MRSA感激,現状と対策

である慶婦人科病棟には,MRSA 感激患者を認めなかっ

た.基礎疾患こ1二しては.脳血管障害が20例 (_57%)Li二穀

も多く.ついで悪性瞳壕18例 (51Qo).慢性呼吸器取乱

糖尿病,慢性腹膜透析患者などを認めた.

h･1RSA 初回分離時の検体を検討したとこ/',曙城が

17例 (49%)と最も多く,ついで腹腔 ドレーソ分泌物,

轟癒分泌物,WH カテ-テル先端亨胸水の贋に認めら

れた書また,複数菌感染を14例 (40%)に認め,そのう

ち79%が緑膿菌であった.

h,mSA 初回分離時し.71患者Lr)状態を検討した結果,83

%の症例で何らかのカテ-テルが留置されており,ⅣH

22例 (660b､工 尿道jJ:ド-:,--rL17例 (.･18001.胃管8例

(22%),そのほか腹腔 ドレ-ソ,気管切開カニュ-レ,

PTCDチュ-プ,腎孟癖などを認めた.寝たきり状態

の患者は19例 (5櫓%)と多く,脳血管障害症例で,呼吸

器感染を合併していた例が大多数であった.胃亜全摘術

の既往2例,術直後2例であり,9例は H2 プロッカ-

を使用していナ∴

抗菌剤を使用していた28症例について検討したところ

(図 弧 MRSA 初回分離の1カ月以内では,ほとんど

の症例でβラクタム系抗菌剤が使用されており,きちに

直前まで7且%が使潤されていた.また1カ月以内でみる

上 610｡が2剤以上使用されていた (図 41.また.28

例中25例 は9Q｡1の症例において,抗菌剤が1週間1､l卜

使用されており,平均健周日数はま2日であった,

1｢LLより.MRSA感染患者は.高令の男性で.基礎

疾患としては脳血管障害,悪性腰癌,慢性呼吸器疾患が

多く,寝たきり状態が過半数であり,カテーテル留置例

転 院 患者 ･J37性

長野入院患者 -/'l'二持!.…

チ (Jrj鮎
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が多いという特徴が認め!･L-わた.また.MRSA 分離前

に 2割以上の抗菌剤を長期間使用している傾向を認LLわた.

2. 六日町病院および周辺施設における かnモSA

保菌調査

以上のような M況SA 拡散の原因の1つとして,級

cTl施設かl､,(7)MRSA 感染患者もしくは保菌患者L-fl転

院の増加が挙げt､-Ilる.そこで,1991年8[-jから9,F~j

の約2カjlf帥7)全入院患者の-rlち.転院患者,30〔日用1_､人

上t')入院患乱 5日間11LL続く発熱患者に--)いて,鼻腔

および咽頭培養と轟癒患者の分泌液の培養を行った (図

51.総数 1:二lO件で,A:･lltSl･,＼検出例は7倒 し50ol. メ

+二日ン感受性苗色ブドrL7球菌 (MSSN は11倒 し7.()

嚢 慧 六日町病院および周辺施設をこおける
九:tRSA 保胤調査 (1991.8-91

+++十 MRSA MSSA

し例)(例)極 )潤 )極 )
六日町病院入院患者 140 7 5十O 11 7.9

六日町病院外来患者 一一6 2 1.7 23 :～,O

特別養護老人ホ-ム入所者 7〔ー 1 1.4 710.0

デイケアサービ1利用者 88 一 1.1未調査

診療所Å院患者 1- 0 0 2 1.8

寮 3 1992年4月に開設された特別養護
老人ホームにおける MRSA 保菌
調査 (lミ)92.6現在)

入∴11tSA T例 GO例 120o

MSSA 6例 tio例 10q｡

4 ､､三持.･/I

･二二十 -::I. -- 二 三

二三ih,!･SSA
MriSA

図 5 MRSA保菌調査 入院患者ス')り-ニング (140例)県立六日町病院1991.8-9
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表 4 19(I)i)隼･4†‖こ開設された特別養護老人ニトームにおけ:::iA,TRSA 保菌者Gf町7)臨
床背景 (19!)1)_ti現在1

oo)でありた.MtくŜ 陽性音は.転院患宵17例r巨1例

甘 5001,-lいてニ30日卜LUう長期入院患者Tこ刑 中二3例 トt.1

oolに認め!■1れたが.そしり他Lf)患者の中には認人11∴,.ll/,･な

かった.最近の傾向もほぼ閣様である申

そこて∴ 病院内だけで左く,周辺地域tT)MIくSA 感

激の状況を把鰹するために亨外来患者や併設 している特

別養.港E-/＼ホ-∴入所首を対象に,九:tRSA 保菌調査を

行･言二t.表21.理学診療科外来 116例中2例 (I.7001,

Tミ守り上り苦鵬倒申1例に,MRS八 保菌苦を認枯プ∴ しか
し.近隣し]).iLを触~町入院患者IL仲｣,13よこド当院新二_i:-_児100例
(I)中には.M_RŜ保菌者を認人里こか-.,た.

八軒晋に,鼻腔･咽頭ハ保菌調査を行-,たし【二二).''.6岬り

保菌を認めたが,それらをこよる感菓患者は認めなかった
(表t'i上M_tモŜ保菌苦くう例ハ背景,3:調べた上こノ㌦ 平
均81)1,L.(鳥令で,男女L比は5対1上里が多く､脳血管障

∴ - ･

､ --

･･･ .･ご

i:･･･;-I,:

享.!かもし､左!-:.六口町病院内科系病棟に入院中L')MRSA

感染患 苦日司様の特徴を示l_た (表 41.また.6例中

3例は六日町病院に,確りL/Tうこき例も他病院に長期入院 し

た既往があることから,それらの病院入院中をこ付着 した

可能性が大きいと思われる.

3. 医療従事者における MRSA 保菌状況と除菌

指導

六日町病院,併設する特別養護老人ホ1-ム,近隣の診

療所の職農を対象として,考魔科医採取をこよる鼻腔およ

び咽頭培養検査を行･)た上こノー,病院職員2･1;1例中17倒

し約 TOolに MIくSA 保菌を認めたれ 他J)職員は全て

陰性でLiこ‥､た (表 5).MRSA 保菌苦17倒しりう+).15

例は看護婦でありチM況SA 感染患者と接する療会が多

い病棟ほど,陽性の割合が商い憤向を認めた事なお,他
の2例は放射線技師と換塞技師であり,医師は全て陰性

点斡あるいは鼻腔内塗れ さ吊こ･r)がいをlrJLl回行･'l
I_.L･')指導し.両部位とも二日り】連続陰性を確認した時点で

除菌率

汚,･･19

F':I:隼 lL,I

陰 性 絶 後 丙 翻 意

m 持 続 閣 隻
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寮 5 医療従事者における MRSA 保菌状況
ilt,)i)(1.8-1tr.)91.71

鍵六 田町病院に併設

薮 6 医療従事者 をこおける MRSA 鼻咽頭部

保菌者に対す る除菌指導

5%ポピドソヨー ド液の慮藤
前 にlOOoポヒトンートートト:rrl
% クリーム)の鼻腔内塗布]

2) 7%ポビ ドンヨ- ドを用いた食味

3) 上記を 1日竣回

除菌の判窪方法

原則∴し∵て毎週 1回鼻前庭部 ･咽頭培養検査

雨部位とも MRSA陰性を連続3回確認

薮 冒 六日町病院で分離された MRSA 69枚
のコアグラーゼ塑 (1990.8-且99且,7)

正型 Ⅳ 型

入院患者からの分醒昧 ･は 一oooo) り

外来患者からの分離株 5(7且%) 2緩9%)

医療従事者からの分離株 且2(86%) 2(14%)

は除菌されたものの曹 浅例は陽性が持続 し,また3例は

いったん陰性化した後に再付着した.その後約 且年間適

時指導を繰 り返 しながら経過をみたところ,且992年 3

Ilに｣工全判陰性化した し図 61.

-I.六日町病院細菌検査室で分離された MItSA

榊株のコアグラーゼ型 (表 7＼I

A院愚老,その他の患嵐 医療スタッフ保菌者ともをこ,

防型が圧倒的をこ優位で あ り , 院内感染をこより MRSAが

拡散したことを強 く疑わせる結果であった申

考 察

院内感染土釜要な問題となっている MRSA は,太

病院外観病棟から,地域病院の内科病棟,そして周辺福

祉施設.地域社会へ上拡散傾向に.令;ll.r完全に排除す

るのは事実上困難である.今回の調査において,新設特

率でか ).要:rrLIjr苦かほと/上皇亡か ､た.米国LT)NulSillg

71且

Hom上.ゝに畑 トモ:)MRS八 保菌率 (t1-二i;loo)コ∴!､に匹敵

する値であり,一般病院と同様をこ手洗いなどの施設内感

染対策が必要と思われる3)8しかし,感漁予防対策殿費

用は保険診療上認められず弊ほとんどの病院予施設では,

ボラソティア精神をこ基づいて対策活動を進めているのが

毒で解放せることは不可能であり予医療費体の問題とし

て対処していく必要がある.

ま と め

1. 六卜岬J~病院二㌢∴しこ畑甘辺施設において.hr･IRS:t感

染の状況を調度 した結鼠 病院内だげでなく予病院外をこ

私拡散 している簡閲が認められた.

寝たきり患象 カテ-テル留置例,抗菌剤の多剤農期使

用例に多く認められた.

ニi. 転院患者しりM_l･ミS:･＼保菌率がI如 ､ことかL､).h:11ミSA

感簸欄 は地域全体として包括的に寛施する必要がある.

4旬医療スタッフの 関配SA 保菌者をこ対 して,ポピ

ドソヨ- ドを周いた除菌指導の賠鼠 且7例中13例 (76%)

が.約 1牛後には.仝例が陰性化した.
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御指導臆し､た新潟入学医学部第 L.内科学教室荒川
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91(:IB):23(qS-2ニトlS.1991.

21StmuL<baugh.lJ‥I..etal∴ 九･･1(ナthicillin-7-e sis tant

1日rLILl.Contt･い1.トlりSt).EpidmIi(.-1.,12(1):こit卜√15,

1L:)M .

3L)lturph),.S‥ et at.: ＼!l(-thieillin-rLISist三一Ilt

StこlPhrloL･(1ccuSnut-(,uSCol(1tlizati川linLllont1-tt,n11-

cat･で 1-こICill巾,.∫.八m.Geri;.1tr.S()C..4t)(:i):

1)13-2tT.199.2.
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3.感 染 予 防 対 策

相川 引き続いて感染予防対策について3人の先生に

お願いし愛す.

3ト 蔑) 医療 従 事者 とキ ャ uア-

新潟大学町羊部第 _半J科学教室 Lr:.什 :荒E皿二町1教授､1

川島 崇 ･和田 光一

荒川 正昭

AStu(~11,OfNこlSllt(~'こ~11Ti.lL,(､l)f'九,IL,I-hiL･illi11-r(,壷tこ川t∫/〔zP/1_t'll)((]((ltJ/lltr(ItJ

'1､;1kこltillilくAWAS【1Illp:lA,lくouiti＼VAlー)Aaft(l八･1こ1SaakiAlく.八fくAWA

I)(辛/IJ'/))ZE,lZ/りノ∴1IEJlL(I/)IL,日日,

.＼'I'/LP.lZ/lZlI)1['lyE,)'ヾ申 Lt)I(II(～)/()i:TIE,(/I-再ilE7

h･･･1(ナt-hiLlillin-r(TIL<istこ111t封(I♪恒L/lI(()(､川∫/ZlIrL,llL<廿1RŜ 1isotl(~､OfthPTlll)St~imf)'p汀tilnt

mirroor即 nismsilln(1SOCOmiI11iIlt■し､Cti(川.Th(チllOSl)itこltゝ tこIffW(-rkillgillへp:11くSA en(iHlliL･

＼＼,ardsこlrL,k110WIlI(Ihm･Ll.1:11tSj＼illtllPirnこISalCa＼･ity. ＼＼･'(､stu(~liL､SthL,fr(､(1u(_､n(､I･,OfllこISこ11

(･arriと1g(､Of九･･1~lミSA in.<taft-Tn(_,Hlhers(lndI)こItiL､nt.SOrthl･(､(二Iho叩it;ll.i. lnNi厄i~.ltこ1してni＼-i,rS巾･

TこIkこ1(_1i･1I---lospitill,6()ut｡f5二日 11.3(10lllurSt;､SWL､Ⅰでt-いull(itoht~､＼IRS:㌔L､Llrl･i(､rs.h(1＼＼,ハでr.

＼I(_Th∴t. ElinlillIlti州l(1fllこ1S山九:11くSA fr川11theCLlrrit_､rsWLIStl･ie(iforaヽ-oi(一inghospitallluthlでaks

(lfthispot(､Iltiこ11pattlOgLHl. Fotて1,hosr)itLllstd.ffこ1tl(i19I)ilti(.nth.inwilt)nlll/11ミSA＼＼･,itsf'Oul.ld

MRSA (ii叫 )Pe(,ユredir卜 ･1･.10. andLq3Odofthe llilSalean･i(､rt<恒,rjt汀i(一ollio(liIl(､i-ln(1UPI

ⅠでSPeCti＼で11,.

メチシリソ耐性黄色ブドウ球菌,藤鰹 内 保 菌 者 亨 院内感染ラボピドソヨ- ド,タロラ

_/-､-7 ,【∴ 二I---･'L
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I)epこlrtm(,ntOf九･LledjLTi11e(H1.NiigこItこl 新潟大学医学部第 二内科学教室

LTni＼･ers恒,Sch(10lofMedicine. 川島 崇

AsこIhilll三･lChi-doriNiig;1t.こ1City.i)51.∫.:lPAN.


